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(57)【要約】

【課題】　動物の行動や生理指標を自動かつ連続的にモ

ニタリングする方法および装置を提供する。

【解決手段】　動物の体表面に振動検知媒体を取り付け

、動物の採食や反芻に伴う筋肉の動きや呼吸又は心拍動

に伴い発生する振動を取得する。取得した低周波振動を

利用して動物の行動や生理指標をモニタリングする。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 動 物 の 体 の 筋 肉 の 動 き 、 又 は 呼 吸 や 心 拍 動 に 伴 い 発 生 す る 低 周 波 振 動 を 体 表 面 に 取 り 付

け た 振 動 検 知 媒 体 を 通 し て 取 得 し 、 取 得 し た 周 波 数 を 分 析 す る こ と に よ っ て 動 物 の 行 動 や

生 理 指 標 を モ ニ タ リ ン グ す る こ と を 特 徴 と す る 低 周 波 圧 力 セ ン サ を 利 用 し た 動 物 の 行 動 及

び 生 理 指 標 の モ ニ タ リ ン グ 方 法 。

【 請 求 項 ２ 】

　 動 物 の 体 表 面 に 取 り 付 け ら れ 、 動 物 の 体 の 筋 肉 の 動 き 、 又 は 呼 吸 や 心 拍 動 に 伴 い 発 生 す

る 低 周 波 振 動 を 取 得 す る 振 動 検 知 媒 体 を 備 え 、 該 振 動 検 知 媒 体 で 取 得 し た 信 号 の 周 波 数 分

析 か ら 動 物 の 行 動 や 生 理 指 標 を モ ニ タ リ ン グ す る こ と を 特 徴 と す る 低 周 波 圧 力 セ ン サ を 利

用 し た 動 物 の 行 動 及 び 生 理 指 標 の モ ニ タ リ ン グ 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 行 動 及 び 生 理 指 標 を モ ニ タ リ ン グ す る 方 法 及 び 装 置 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 動 物 の 体 表 面 に 装 着 し て 、 動 物 の 行 動 指 標 （ 採 食 や 反 芻 ） の デ ー タ を 取 得 し 、 動 物 の 健

康 管 理 を 行 う 機 器 や 装 置 は す で に 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 特 許 文 献 １ 記 載 の 発 明 は 、 動 物 （ 例 え ば 、 牛 等 の 家 畜 ） の 首 輪 に 、 加 速 度 セ ン サ と 温 度

セ ン サ を 備 え て 構 成 さ れ る 加 速 度 ／ 温 度 計 測 モ ジ ュ ー ル を 取 り 付 け 、 当 該 セ ン サ に よ っ て

計 測 さ れ た 加 速 度 デ ー タ お よ び 温 度 デ ー タ に 基 づ い て 、 動 物 の 採 食 や 反 芻 状 態 等 を 把 握 し

、 動 物 の 健 康 状 態 を 管 理 す る も の で あ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ８ － ２ ２ ８ ５ ７ ３ 号

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 具 体 的 に は 、 動 物 は 採 食 時 、 首 を 下 げ た 体 勢 と な る た め 、 加 速 度 セ ン サ の 計 測 値 が 正 で

あ る と き は 採 食 状 態 に あ り 、 反 芻 時 又 は 休 息 時 は 首 を 上 げ た 体 勢 と な る た め 、 計 測 値 が 負

で あ る と き は 反 芻 或 い は 休 息 状 態 に あ る と 判 断 す る 。 ま た 、 反 芻 と 休 息 の 区 別 は 、 加 速 度

の 絶 対 値 の 大 き さ で 判 定 し 、 絶 対 値 が 大 き い 場 合 は 反 芻 、 小 さ い 場 合 は 休 息 状 態 に あ る と

判 定 す る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 ま た 、 温 度 セ ン サ を 動 物 の 顎 側 と 体 側 の ２ 箇 所 に 設 置 し 、 動 物 の 採 食 時 に 顎 側 の 温 度 セ

ン サ に よ る 計 測 値 が 上 昇 し 、 動 物 の 反 芻 時 又 は 休 息 （ 横 臥 ） 時 に 体 側 の 温 度 セ ン サ に よ る

計 測 値 が 上 昇 す る こ と を 利 用 し 、 両 計 測 値 の 温 度 差 デ ー タ を 利 用 す る こ と に よ り 、 外 気 温

の 影 響 を 排 除 し た 上 で 、 温 度 差 デ ー タ が 正 の 場 合 は 採 食 状 態 に あ り 、 負 の 場 合 は 反 芻 状 態

又 は 休 息 （ 横 臥 ） 状 態 に あ る と 判 定 す る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 こ の 装 置 に よ れ ば 、 加 速 度 ／ 温 度 計 測 モ ジ ュ ー ル を 取 り 付 け た 首 輪 を 動 物 の 首 に 嵌 め る

だ け で 、 動 物 の 行 動 を 把 握 す る こ と が で き る の で 、 動 物 の 健 康 管 理 に 費 や す 管 理 者 の 労 力

を 軽 減 で き 、 ま た 、 管 理 対 象 で あ る 動 物 の 負 担 も 小 さ く で き る 利 点 を 備 え て い る 。

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 然 る に 、 特 許 文 献 １ 記 載 の 発 明 は 、 加 速 度 セ ン サ と 温 度 セ ン サ を 用 い て 動 物 の 採 食 や 反

芻 等 の 行 動 指 標 を 取 得 す る 構 成 で あ る の で 、 動 物 の 飼 料 が 比 較 的 高 い 位 置 に 配 さ れ る 飼 槽

や 草 架 （ 乾 草 を 地 面 か ら 離 し て 入 れ る 設 備 ） に お い て は 、 動 物 が 採 食 時 に 首 を 下 げ る こ と

10

20

30

40

50



(3) JP  2013-22001  A   2013.2.4

は な く な る た め 、 加 速 度 セ ン サ 又 は 温 度 セ ン サ に よ る 計 測 値 か ら 採 食 状 態 と 反 芻 状 態 又 は

休 息 状 態 を 識 別 す る こ と が 不 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 ま た 、 取 得 す る 行 動 指 標 は 採 食 や 反 芻 等 で あ り 、 そ の 他 の 行 動 指 標 （ 例 え ば 、 歩 行 に 関

す る 情 報 ） や 、 心 拍 や 呼 吸 等 の 生 理 指 標 の 取 得 に は 適 さ な い の で 、 こ れ ら の 情 報 に 基 づ く

動 物 の 健 康 管 理 は 不 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 動 物 の 行 動 指 標 を 加 速 度 セ ン サ や 温 度 セ ン サ に よ っ て 取 得 す る の で

は な く 、 圧 力 セ ン サ を 利 用 し て 取 得 す る こ と に よ り 、 動 物 の 採 食 や 反 芻 行 動 を 適 切 に 把 握

す る と と も に 、 動 物 の 採 食 や 反 芻 等 の 行 動 指 標 に 限 ら ず 、 歩 行 に 関 す る 情 報 や 心 拍 又 は 呼

吸 等 の 生 理 指 標 に つ い て も 取 得 す る こ と の で き る 方 法 及 び 装 置 を 提 供 す る も の で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 動 物 の 体 の 筋 肉 の 動 き に 伴 い 発 生 す る 低 周 波 振 動 を 体 表 面 に 取

り 付 け た 振 動 検 知 媒 体 を 通 し て 取 得 し 、 そ の 信 号 の 周 波 数 分 析 等 に よ っ て 動 物 の 行 動 や 生

理 指 標 を モ ニ タ リ ン グ す る も の で あ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 動 物 の 体 表 面 に 取 り 付 け ら れ 、 動 物 の 体 の 筋 肉 の 動 き に 伴 い 発

生 す る 低 周 波 振 動 を 取 得 す る 振 動 検 知 媒 体 を 備 え 、 該 振 動 検 知 媒 体 で 取 得 し た 信 号 の 周 波

数 分 析 等 か ら 動 物 の 行 動 や 生 理 指 標 を モ ニ タ リ ン グ す る 装 置 で あ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 振 動 検 知 媒 体 を 利 用 し て 動 物 の 行 動 を モ ニ タ ー す る の で

、 加 速 度 セ ン サ や 温 度 セ ン サ を 利 用 し て モ ニ タ ー す る 場 合 の よ う に 、 飼 料 が 比 較 的 高 い 位

置 に 配 置 さ れ る 飼 槽 や 草 架 に お い て も 、 動 物 の 採 食 や 反 芻 行 動 を 的 確 に 把 握 す る こ と が で

き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 動 物 の 行 動 指 標 や 生 理 指 標 を 無 人 状 態 で 連 続 的 に 取 得 す

る こ と が で き る の で 動 物 管 理 の 負 担 を 飛 躍 的 に 軽 減 す る こ と が で き る と と も に 、 採 食 や 反

芻 に 限 ら ず 、 心 拍 や 呼 吸 或 い は 歩 行 に 関 す る 情 報 の 取 得 を も 可 能 と し た の で 、 総 合 的 な 健

康 管 理 ツ ー ル と し て の 活 用 が 可 能 と な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ５ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 低 周 波 検 出 装 置 を 取 り 付 け た 動 物 （ 牛 ） の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 前 記 低 周 波 検 出 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 （ ａ ） は 前 記 低 周 波 検 出 装 置 を 構 成 す る 本 体 部 を 示 す 横 断 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は

前 記 本 体 部 の 縦 断 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 前 記 低 周 波 検 出 装 置 を 取 り 付 け た 動 物 （ 牛 ） の 正 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 肢 に 取 り 付 け る た め の 低 周 波 検 出 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 （ ａ ） は 肢 に 取 り 付 け る 低 周 波 検 出 装 置 を 構 成 す る 本 体 部 の 上 段 部 を 示 す 横 断 面

図 で あ り 、 （ ｂ ） は 前 記 本 体 部 の 下 段 部 を 示 す 横 断 面 図 で あ り 、 （ ｃ ） は 前 記 本 体 部 の 縦

断 面 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 前 記 低 周 波 検 出 装 置 を 肢 に 取 り 付 け た 動 物 （ 牛 ） の 正 面 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 前 記 低 周 波 検 出 装 置 を 肢 に 取 り 付 け た 動 物 （ 牛 ） の 斜 視 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 １ 乃 至 図 ４ を 用 い て 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 に 係

る 低 周 波 検 出 装 置 Ａ を 動 物 （ 本 実 施 例 で は 牛 ） １ に 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、

低 周 波 検 出 装 置 Ａ は 、 動 物 （ 牛 ） １ の 首 周 り に ベ ル ト ２ を 利 用 し て 取 り 付 け ら れ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】
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　 図 ２ に 前 記 低 周 波 検 出 装 置 Ａ の 全 体 構 成 の 詳 細 を 示 す 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 低

周 波 検 出 装 置 Ａ は 、 当 該 装 置 Ａ を 動 物 （ 牛 ） １ の 首 周 り に 固 定 す る ベ ル ト ２ と 、 ベ ル ト ２

に 挿 通 し て 取 り 付 け ら れ る 収 納 袋 ３ 、 ベ ル ト ２ を 締 め 付 け 、 そ の 締 付 位 置 を 固 定 す る バ ッ

ク ル ４ と 、 収 納 袋 ３ と 相 対 す る 側 に 取 り 付 け ら れ る バ ラ ン ス ウ ェ イ ト ５ 、 及 び 、 収 納 袋 ３

と バ ラ ン ス ウ ェ イ ト ５ 間 に 取 り 付 け ら れ る 錘 ６ を 備 え て 概 略 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 ７ は 収 納 袋 ３ 内 に 収 納 さ れ る 本 体 部 を 示 し て お り 、 収 納 袋 ３ に 備 え た フ ァ ス ナ ー ３ ａ を

開 閉 す る こ と に よ り 収 納 袋 ３ 内 に 収 納 さ れ る 。 つ づ い て 、 図 ３ を 用 い て 、 本 体 部 ７ の 構 造

に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 図 ３ （ ａ ） は 、 本 体 部 ７ の 横 断 面 図 で あ る 。 当 該 図 に 示 す よ う に 、 本 体 部 ７ は 、 セ ン サ

部 ８ と 電 池 部 ９ を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。 セ ン サ 部 ８ は 、 ケ ー ス １ ０ 内 に 、 低 周 波 振 動 （

例 え ば 、 ０ ． ２ ～ １ ０ ０ Ｈ ｚ ） の 検 出 が 可 能 な 圧 力 セ ン サ （ 以 下 、 高 感 度 セ ン サ と い う ）

１ １ と 、 高 感 度 セ ン サ １ １ で 検 出 し た 行 動 指 標 （ 採 食 や 反 芻 ） を 外 部 の 受 信 装 置 へ 送 信 す

る た め の 無 線 モ ジ ュ ー ル １ ２ を 収 容 し て 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 一 方 、 電 池 部 ９ は そ の ケ ー ス １ ３ 内 に 電 池 （ 例 え ば 、 単 ４ 電 池 を ３ 本 ） の 取 り 付 け が 可

能 な 電 池 ボ ッ ク ス １ ４ が 収 納 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 図 ３ （ ｂ ） は 、 同 図 （ ａ ） に 示 す 本 体 部 ７ の 縦 断 面 図 で あ る 。 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に

、 セ ン サ 部 ８ と 電 池 部 ９ は 、 曲 反 可 能 な 接 続 板 （ 例 え ば 、 バ ネ 性 の あ る 樹 脂 板 ） １ ５ に よ

っ て 物 理 的 に 連 結 さ れ て お り 、 ま た 、 電 池 部 ９ 内 の 電 池 ボ ッ ク ス １ ４ に 取 り 付 け ら れ る 電

池 の 電 力 を セ ン サ 部 ８ 側 へ 供 給 す る 電 力 線 １ ６ に よ っ て 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 詳 し く は 、 電 力 線 １ ６ は 同 図 （ ａ ） に 示 す よ う に 、 セ ン サ 部 ８ 内 に 収 納 固 定 さ れ る 接 続

基 板 １ ７ を 介 し て 、 こ れ と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 高 感 度 セ ン サ １ １ 及 び 無 線 モ ジ ュ ー ル １ ２

と 電 気 的 に 接 続 さ れ て 電 力 を 供 給 す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 ま た 、 同 図 （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 セ ン サ 部 ８ の ケ ー ス １ ０ 内 に は 、 高 感 度 セ ン サ １ １ や

無 線 モ ジ ュ ー ル １ ２ が 配 置 さ れ る 側 （ 室 ） と 仕 切 り １ ８ を 隔 て て 、 第 １ の 空 気 室 １ ９ が 形

成 さ れ て い る 。 空 気 室 １ ９ の 仕 切 り １ ８ と 対 向 す る 一 面 に は 、 動 物 （ 牛 ） １ か ら 発 せ ら れ

る 振 動 を 検 知 す る た め の 検 知 面 ２ ０ が 取 り 付 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 前 記 検 知 面 ２ ０ は 、 例 え ば 、 樹 脂 フ ィ ル ム に よ っ て 構 成 さ れ て お り 、 検 知 面 ２ ０ 上 に は

、 検 知 面 ２ ０ が 動 物 （ 牛 ） １ か ら 発 せ ら れ る 振 動 の 検 知 を 確 実 に す る た め に 略 凸 形 状 に 成

形 し た 突 起 部 ２ １ が 取 り 付 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 一 方 、 電 池 部 ９ の ケ ー ス １ ３ 内 に は 、 電 池 ボ ッ ク ス １ ４ が 配 置 さ れ る 側 （ 室 ） と 仕 切 り

２ ２ を 隔 て て 第 ２ の 空 気 室 ２ ３ が 形 成 さ れ て お り 、 第 ２ の 空 気 室 ２ ３ の 仕 切 り ２ ２ と 対 向

す る 一 面 に は 、 セ ン サ 部 ８ の 構 造 と 同 様 、 検 知 面 ２ ４ （ 樹 脂 フ ィ ル ム ） が 取 り 付 け ら れ て

い る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ま た 、 検 知 面 ２ ４ 上 に も セ ン サ 部 ８ と 同 様 の 目 的 で 略 凸 形 状 に 成 形 し た 突 起 部 ２ ５ が 取

り 付 け ら れ て い る 。 つ ま り 、 突 起 部 ２ １ ， ２ ５ は 、 動 物 （ 牛 ） １ か ら 発 せ ら れ る 振 動 の 検

知 を 確 実 に す る た め 、 そ の 表 面 形 状 を 動 物 （ 牛 ） １ の 体 表 面 に 適 合 さ せ （ 本 実 施 例 で は 首

周 り に 違 和 感 を 与 え る こ と な く 密 着 さ せ る 程 度 の 湾 曲 を も た せ ） 、 動 物 （ 牛 ） １ の 体 表 面

に 伝 達 さ れ た 振 動 の 検 出 精 度 を 向 上 さ せ て い る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 セ ン サ 部 ８ と 電 池 部 ９ の 各 々 の 空 気 室 １ ９ ， ２ ３ は 、 接 続 口 ２ ６ ， ２ ７ を 介 し て 接 続 ホ

ー ス ２ ８ に よ っ て 連 通 し て お り 、 電 池 部 ９ の 空 気 室 ２ ３ 内 の 空 気 圧 変 化 が セ ン サ 部 ８ の 空
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気 室 １ ９ に 伝 達 さ れ る 構 造 と な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 セ ン サ 部 ８ の 空 気 室 １ ９ は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 仕 切 り １ ８ の 貫 通 孔 ２ ９ に 取 り

付 け ら れ る 接 続 口 ３ ０ と 高 感 度 セ ン サ １ １ の 接 続 口 ３ １ と を 接 続 ホ ー ス ３ ２ で 接 続 す る こ

と に よ り 、 高 感 度 セ ン サ １ １ と 連 通 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 以 上 の ご と く 構 成 し た 本 体 部 ７ は 、 前 述 の 通 り 図 ２ に 示 す 収 納 袋 ３ の フ ァ ス ナ ー ３ ａ を

開 く こ と に よ り 収 納 袋 ３ 内 に 収 納 さ れ る の で あ る が 、 収 納 袋 ７ 内 に 本 体 部 ７ を 収 納 す る 際

に は 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す 検 知 面 ２ ０ ， ２ ４ 上 に 取 り 付 け た 突 起 部 ２ １ ， ２ ５ が 動 物 （ 牛 ）

１ の 体 表 面 （ 首 周 り ） に 接 触 す る 側 に 向 く 方 向 で 収 納 す る 。 本 体 部 ７ を 収 納 袋 ３ 内 に 収 納

し た 後 は フ ァ ス ナ ー ３ ａ を 閉 め 本 体 部 ７ が 収 納 袋 ３ か ら 脱 落 し な い よ う に す る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 本 体 部 ７ を 収 納 袋 ３ 内 に 収 納 し た 低 周 波 検 出 装 置 Ａ を 図 １ に 示 す よ う に 動 物 （ 牛 ） １ の

首 周 り に 取 り 付 け る 場 合 は 、 低 周 波 検 出 装 置 Ａ に 備 え た ベ ル ト ２ を 動 物 （ 牛 ） １ の 首 周 り

に 巻 き 付 け る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 こ の と き 、 図 ２ に 示 す 錘 ６ が 動 物 （ 牛 ） １ の 首 下 に 位 置 す る よ う に 巻 き 付 け る 。 つ ま り

、 図 ４ に 示 す よ う に 、 動 物 （ 牛 ） １ の 首 周 り の 一 側 面 側 （ 図 ４ の 左 側 ） に 収 納 袋 ３ が 配 置

さ れ 、 こ れ と 対 向 す る 他 側 面 側 （ 図 ４ の 右 側 ） に バ ラ ン ス ウ ェ イ ト ５ が 配 置 さ れ る よ う に

、 ベ ル ト ２ を 動 物 （ 牛 ） １ の 首 周 り に 巻 き 付 け る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 そ し て 、 首 周 り の 上 部 側 （ 図 ４ の 上 側 ） に お い て 、 ベ ル ト ２ を バ ッ ク ル ４ に 通 し た 後 、

バ ッ ク ル ４ に よ っ て ベ ル ト ２ を 固 定 す る こ と に よ り 、 動 物 （ 牛 ） １ の 首 周 り に 低 周 波 検 出

装 置 Ａ を 揺 動 不 能 に 固 定 す る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 こ の 結 果 、 バ ラ ン ス ウ ェ イ ト ５ が 本 体 部 ７ を 収 納 し た 収 納 袋 ３ の 重 量 と 釣 合 う の で 、 収

納 袋 ３ が 動 物 （ 牛 ） １ の 首 周 り に お い て 片 側 に よ じ れ る こ と は な く 、 低 周 波 検 出 装 置 Ａ の

取 付 位 置 を 固 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 収 納 袋 ３ 内 に 収 納 し た 本 体 部 ７ の 一 対 の 検 知 面 ２ ０ ， ２ ４ は 、 動 物 （ 牛 ） １ の 首 周 り の

中 央 付 近 及 び や や 上 部 に あ る 動 物 （ 牛 ） １ の 筋 肉 の あ る 部 位 の ２ 箇 所 に 各 々 配 置 さ れ る 。

正 確 に 言 え ば 、 図 ３ に 示 す 検 知 面 ２ ０ ， ２ ４ 上 に 貼 付 し た 突 起 部 ２ １ ， ２ ５ が 収 納 袋 ３ の

裏 面 部 ３ ３ （ 図 ４ 参 照 ） を 介 し て 動 物 （ 牛 ） １ の 筋 肉 の あ る 部 位 に 接 触 す る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 つ ま り 、 動 物 （ 牛 ） １ の 首 周 り の 形 状 に 適 合 さ せ た 形 状 に 成 形 し た 突 起 部 ２ １ ， ２ ５ を

介 し て 動 物 （ 牛 ） １ の 筋 肉 の 部 位 に 物 理 的 に 接 触 さ せ る こ と に よ り 、 検 知 面 ２ ０ ， ２ ４ を

直 接 動 物 （ 牛 ） １ の 筋 肉 の 部 位 に 接 触 さ せ る 場 合 と 比 較 し て 、 よ り 確 実 に 動 物 （ 牛 ） １ の

筋 肉 の 動 き を 検 知 す る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 例 え ば 、 動 物 （ 牛 ） １ の 首 の 上 げ 下 げ に

よ っ て 首 の 筋 肉 の 盛 り 上 が り や へ こ み の 状 態 が 変 化 し て も 、 突 起 部 ２ １ ， ２ ５ は 確 実 に 動

物 （ 牛 ） １ の 首 周 り に 密 着 し て 、 振 動 を 精 度 良 く 検 知 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 な お 、 図 ４ に 示 す 錘 ６ は 、 低 周 波 検 出 装 置 Ａ を 下 方 へ 引 っ 張 る 役 割 を な し 、 以 っ て 、 検

知 面 ２ ０ ， ２ ４ を 突 起 部 ２ １ ， ２ ５ 及 び 収 納 袋 ３ の 裏 面 部 ３ ３ を 介 し て 動 物 （ 牛 ） １ の 筋

肉 の 部 位 に 一 定 の 強 さ で 付 勢 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 収 納 袋 ３ は 破 損 防 止 が 可 能 な 耐 久 性 の あ る 素 材 、 例 え ば 、 皮 革 （ 人 工 、 天 然 を 問 わ ず ）

を 採 用 す る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 つ づ い て 、 本 発 明 の 低 周 波 検 出 装 置 Ａ に よ っ て 動 物 （ 牛 ） １ の 行 動 指 標 を 取 得 す る 方 法

に つ い て 説 明 す る 。 上 述 し た よ う に 、 本 発 明 の 低 周 波 検 出 装 置 Ａ は 、 例 え ば 、 動 物 （ 牛 ）
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１ の 行 動 指 標 の う ち 、 採 食 や 反 芻 の 検 知 に 好 適 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 つ ま り 、 採 食 や 反 芻 は 、 動 物 （ 牛 ） １ の 咀 嚼 に 伴 う 口 の 開 閉 動 作 を 伴 う が 、 動 物 （ 牛 ）

１ が 口 を 開 閉 す る 回 数 は 、 ７ ０ ～ ８ ０ 回 ／ 分 （ １ ． １ ７ ～ １ ． ３ ３ Ｈ ｚ ） で あ り 、 低 周 波

領 域 の 振 動 を 発 生 す る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 こ こ で 、 本 発 明 の 低 周 波 検 出 装 置 Ａ は 、 低 周 波 振 動 （ ０ ． ２ ～ １ ０ ０ Ｈ ｚ ） を 検 出 す る

こ と が 可 能 な 高 感 度 セ ン サ １ １ を 備 え て 構 成 さ れ て い る の で 、 こ の 高 感 度 セ ン サ １ １ を 利

用 し て 、 低 周 波 領 域 に あ る 動 物 （ 牛 ） １ の 口 の 開 閉 動 作 を 検 出 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 つ ま り 、 本 発 明 の 低 周 波 検 出 装 置 Ａ は 、 動 物 （ 牛 ） １ の 採 食 や 反 芻 動 作 に 伴 う 振 動 を 動

物 （ 牛 ） １ の 首 周 り に 取 り 付 け た 低 周 波 検 出 装 置 Ａ の 検 知 面 ２ ０ ， ２ ４ に よ っ て 検 知 す る

も の で あ る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 そ し て 、 検 知 面 ２ ０ ， ２ ４ は 各 々 の ケ ー ス １ ０ ， １ ３ 内 の 空 気 室 １ ９ ， ２ ３ の 一 面 を 形

成 し て い る の で 、 検 知 面 ２ ０ ， ２ ４ に 伝 達 さ れ た 振 動 は 、 空 気 室 １ ９ ， ２ ３ 内 の 空 気 圧 変

化 と し て セ ン サ 部 ８ の 空 気 室 １ ９ と 接 続 ホ ー ス ３ ２ で 接 続 さ れ た 高 感 度 セ ン サ １ １ に よ っ

て 検 出 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 特 に 、 セ ン サ 部 ８ の 空 気 室 １ ９ と 、 電 池 部 ９ の 空 気 室 ２ ３ が 接 続 ホ ー ス ２ ８ で 接 続 さ れ

る 構 造 で あ る こ と か ら 、 電 池 部 ９ の 検 知 面 ２ ４ に 伝 達 さ れ た 振 動 も 電 池 部 ９ の 空 気 室 ２ ３

内 の 空 気 圧 変 化 が 接 続 ホ ー ス ２ ８ か ら セ ン サ 部 ８ の 空 気 室 １ ９ を 介 し て 、 接 続 ホ ー ス ３ ２

に よ っ て セ ン サ 部 ８ に 備 え た 高 感 度 セ ン サ １ １ に よ っ て 検 出 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 検 知 面 ２ ０ ， ２ ４ を セ ン サ 部 ８ と 電 池 部 ９ の 両 方 （ ２ 箇 所 ） に 設 け た 理 由 は 、 例 え ば 、

動 物 （ 牛 ） １ の 体 勢 に よ っ て は 検 知 面 ２ ０ ， ２ ４ の 何 れ か と 動 物 （ 牛 ） １ の 体 表 面 間 の 接

触 具 合 が 悪 化 し 、 検 知 面 ２ ０ ， ２ ４ に よ っ て 振 動 を 良 好 に 検 知 で き な く な る 場 合 が 想 定 さ

れ る の で 、 こ れ を 防 止 す る た め 、 検 知 面 ２ ０ ， ２ ４ を ２ 箇 所 に 設 け 、 動 物 （ 牛 ） １ の 体 勢

に 影 響 さ れ ず に 行 動 指 標 の 検 出 を 確 実 に 実 行 す る た め で あ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 こ の よ う に し て 高 感 度 セ ン サ １ １ に よ っ て 検 出 し た 動 物 （ 牛 ） １ の 行 動 指 標 は 、 図 ３ に

示 す 無 線 モ ジ ュ ー ル １ ２ に 送 ら れ 、 当 該 モ ジ ュ ー ル １ ２ に よ っ て 外 部 の 受 信 装 置 （ 図 示 せ

ず ） に 無 線 送 信 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 受 信 装 置 に 無 線 送 信 さ れ た 行 動 指 標 デ ー タ は 、 コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て 取 り 込 む こ と に よ

り 、 コ ン ピ ュ ー タ に イ ン ス ト ー ル さ れ た パ タ ー ン 認 識 ソ フ ト を 利 用 し て 、 動 物 （ 牛 ） １ の

状 態 を 連 続 的 に モ ニ タ ー す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 つ ま り 、 本 発 明 の 低 周 波 検 出 装 置 Ａ を 動 物 （ 牛 ） １ に 装 着 す る こ と に よ り 、 動 物

（ 牛 ） １ の 行 動 指 標 を 無 人 状 態 で 自 動 取 得 す る こ と が で き 、 そ の 信 号 を 処 理 す る こ と に よ

っ て 、 飼 料 が 高 所 位 置 に 配 さ れ る 飼 槽 や 草 架 を 備 え る 畜 舎 内 で 飼 育 さ れ る 動 物 （ 牛 ） １ で

あ っ て も 、 採 食 と 反 芻 を 確 実 に 識 別 し て モ ニ タ リ ン グ す る こ と が 可 能 と な る 。 採 食 と 反 芻

の 識 別 は 、 反 芻 時 に み ら れ る 低 周 波 振 動 の 特 徴 的 な ス ペ ク ト ル パ タ ー ン に よ り 識 別 す る こ

と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 な お 、 上 記 実 施 例 で は 、 高 感 度 セ ン サ １ １ で 検 出 し た 動 物 （ 牛 ） １ の 行 動 指 標 デ ー タ を

、 無 線 モ ジ ュ ー ル １ ２ を 利 用 し て 外 部 へ 無 線 送 信 す る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は

こ れ に 限 定 せ ず 、 例 え ば 、 無 線 モ ジ ュ ー ル １ ２ に 代 え て 、 デ ー タ ロ ガ ー や Ｓ Ｄ カ ー ド な ど

の 記 憶 媒 体 （ 図 示 せ ず ） に 行 動 指 標 デ ー タ を 保 存 さ せ て も 良 い 。

【 ０ ０ ４ ９ 】
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　 そ し て 、 記 憶 媒 体 に 保 存 さ れ た 行 動 指 標 デ ー タ を 利 用 す る 場 合 は 、 収 納 袋 ３ の フ ァ ス ナ

ー ３ ａ を 開 け て 本 体 部 ７ を 収 納 袋 ３ か ら 取 り 出 し 、 外 部 の コ ン ピ ュ ー タ に セ ン サ 部 ８ を 接

続 す る か 、 或 い は 、 セ ン サ 部 ８ か ら Ｓ Ｄ カ ー ド 等 を 取 り 出 し て 利 用 す れ ば 良 い 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 こ の よ う に 、 本 体 部 ７ を 収 納 袋 ３ か ら 取 り 出 す 場 合 に お い て も 、 本 発 明 の 低 周 波 検 出 装

置 Ａ は 、 収 納 袋 ３ の フ ァ ス ナ ー ３ ａ を 開 け る だ け で 本 体 部 ７ を 収 納 袋 ３ の 外 部 へ 取 り 出 す

こ と が で き る の で 、 ベ ル ト ２ を 緩 め て 低 周 波 検 出 装 置 Ａ を 動 物 （ 牛 ） １ の 首 回 り か ら 取 り

外 す 必 要 は な く 、 簡 単 に デ ー タ の 利 用 が で き る ば か り か 、 取 り 外 し 又 は 装 着 時 に お い て 、

動 物 （ 牛 ） １ を 拘 束 す る 負 担 を 排 除 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 さ ら に 、 低 周 波 検 出 装 置 Ａ を 構 成 す る 電 池 部 ９ 内 の 電 池 交 換 作 業 に お い て も 、 こ れ と 同

様 に 、 低 周 波 検 出 装 置 Ａ を 動 物 （ 牛 ） １ の 首 周 り か ら 取 り 外 す 必 要 が な い の で 、 作 業 者 と

動 物 （ 牛 ） １ の 負 担 を 軽 減 す る こ と が で き る 。 特 に 一 旦 ベ ル ト ２ を 緩 め て 低 周 波 検 出 装 置

Ａ を 動 物 （ 牛 ） １ か ら 取 り 外 し て し ま う と 、 再 度 、 取 り 付 け る 際 に 、 元 の 取 付 具 合 （ 取 付

位 置 及 び 取 付 圧 力 ） と 同 様 に 取 り 付 け る こ と が 非 常 に 困 難 で あ る こ と に 鑑 み れ ば 、 ベ ル ト

２ を 取 り 外 さ ず に 本 体 部 ７ の 取 り 出 し が で き る こ と は 非 常 に 有 効 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 な お 、 上 記 実 施 例 で は 、 低 周 波 検 出 装 置 Ａ の 本 体 部 ７ を 、 セ ン サ 部 ８ と 電 池 部 ９ に 分 離

し て 構 成 （ 図 ３ 参 照 ） し た 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 低 周 波 検 出 装 置 Ａ は 、 分 離 し て 構 成

す る も の に 限 定 せ ず 、 セ ン サ 部 ８ と 電 池 部 ９ の 機 能 を １ つ の ユ ニ ッ ト と し て 構 成 し て も 良

い こ と は 勿 論 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 ま た 、 上 記 実 施 例 で は 、 低 周 波 検 出 装 置 Ａ を 動 物 （ 牛 ） １ の 首 周 り に 取 り 付 け る 場 合 に

つ い て 説 明 し た が 、 腹 部 周 り に 取 り 付 け る こ と に よ り 、 動 物 （ 牛 ） １ の 呼 吸 情 報 を 取 得 す

る こ と も 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 牛 の 呼 吸 数 は １ ０ ～ ３ ０ 回 ／ 分 （ ０ ． １ ６ ～ ０ ． ５ Ｈ ｚ ）

で あ る が 、 前 記 高 感 度 セ ン サ １ １ に よ っ て 検 出 可 能 な 低 周 波 領 域 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 つ づ い て 、 低 周 波 検 出 装 置 を 動 物 （ 牛 ） １ の 肢 周 り に 取 り 付 け る 場 合 に つ い て 説 明 す る

。 な お 、 肢 周 り に 低 周 波 検 出 装 置 を 取 り 付 け る 場 合 に 検 出 す る 行 動 指 標 と し て は 歩 行 に 関

す る 情 報 が あ り 、 ま た 、 生 理 指 標 と し て は 心 拍 に 関 す る 情 報 が あ る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 以 下 に 、 心 拍 に 関 す る 情 報 を 取 得 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 動 物 の う ち 、 牛 の 心 拍 数

は ３ ６ ～ ８ ０ 回 ／ 分 （ ０ ． ６ ～ １ ． ３ Ｈ ｚ ） で あ り 、 本 発 明 の 低 周 波 検 出 装 置 を 構 成 す る

高 感 度 セ ン サ １ １ に お い て 検 出 可 能 な 低 周 波 領 域 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 肢 周 り に 取 り 付 け る 低 周 波 検 出 装 置 Ｂ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 略 矩 形 状 の 箱 形 に 形 成 し

た 収 納 袋 ３ ３ と 、 収 納 袋 ３ ３ に 接 続 さ れ る 一 対 の 基 端 部 ３ ４ ， ３ ５ 、 基 端 部 ３ ４ に 接 続 さ

れ る ベ ル ト ３ ６ 、 お よ び 、 収 納 袋 ３ ３ の 上 部 開 口 を 開 閉 す る 蓋 ３ ７ と 、 収 納 袋 ３ ３ の 前 面

に 備 え た ベ ル ト 通 部 ３ ８ に 挿 通 す る 外 周 ベ ル ト ３ ９ に よ っ て 概 略 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 ベ ル ト ３ ６ の 内 側 面 と 基 端 部 ３ ５ の 表 側 面 に は 、 両 者 を 止 着 す る 例 え ば 、 面 フ ァ ス ナ ー

４ ０ ， ４ １ が 備 え ら れ て お り 、 蓋 ３ ７ の 内 側 面 お よ び 収 納 袋 ３ ３ の 正 面 に も 、 両 者 を 止 着

す る 面 フ ァ ス ナ ー ４ ２ ， ４ ３ が 備 え ら れ て い る 。 ま た 、 外 周 ベ ル ト ３ ９ の 両 端 部 の 表 裏 面

に も 、 該 両 端 部 を 止 着 す る 面 フ ァ ス ナ ー ４ ４ ， ４ ５ が 備 え ら れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 収 納 袋 ３ ３ 内 に 収 納 す る 本 体 部 ４ ６ は 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ケ ー ス ４ ７ 内 に 、 高

感 度 セ ン サ ４ ８ と 、 高 感 度 セ ン サ ４ ８ で 検 出 し た 生 理 指 標 （ 心 拍 ） を 外 部 の 受 信 装 置 （ 図

示 せ ず ） へ 送 信 す る 無 線 モ ジ ュ ー ル ４ ９ と 接 続 基 板 ５ ０ を 収 容 し て 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 高 感 度 セ ン サ ４ ４ お よ び 無 線 モ ジ ュ ー ル ４ ５ の 上 方 に は 、 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 設
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置 台 ５ １ 上 に 電 池 ボ ッ ク ス ５ ２ が 載 置 さ れ て お り 、 電 池 ボ ッ ク ス ４ ８ の 電 力 は 電 力 線 ５ ３

に 接 続 さ れ る 接 続 基 板 ５ ０ を 介 し て 高 感 度 セ ン サ ４ ８ や 無 線 モ ジ ュ ー ル ４ ９ に 供 給 さ れ る

。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 図 ６ （ ｃ ） は 同 図 （ ａ ） ， （ ｂ ） に 示 す 本 体 部 ４ ６ の 縦 断 面 図 で あ る 。 図 ６ （ ｃ ） に 示

す よ う に 、 高 感 度 セ ン サ ４ ８ が 設 置 さ れ る 側 （ 室 ） と 仕 切 り ５ ４ を 隔 て て 、 空 気 室 ５ ５ が

形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 空 気 室 ５ ５ の 仕 切 り ５ ４ と 対 向 す る 一 面 に は 、 動 物 （ 牛 ） １ か ら 発 せ ら れ る 振 動 を 検 知

す る た め に 、 例 え ば 、 樹 脂 フ ィ ル ム に よ っ て 構 成 し た 検 知 面 ５ ６ が 取 り 付 け ら れ て お り 、

検 知 面 ５ ６ 上 に は 、 略 凸 形 状 に 成 形 し た 突 起 部 ５ ７ が 取 り 付 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 そ し て 、 空 気 室 ５ ５ は 、 仕 切 り ５ ４ の 貫 通 孔 ５ ８ （ 同 図 （ ｂ ） 参 照 ） に 取 り 付 け ら れ る

接 続 口 ５ ９ （ 同 図 （ ｃ ） 参 照 ） と 高 感 度 セ ン サ ４ ８ の 接 続 口 ６ ０ と を 接 続 ホ ー ス ６ １ に よ

っ て 接 続 す る こ と に よ り 、 高 感 度 セ ン サ ４ ８ と 連 通 し て い る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 本 体 部 ４ ６ は 、 そ の 検 知 面 ５ ６ が 動 物 （ 牛 ） １ の 肢 周 り に 接 触

す る 側 に 向 く 方 向 で 、 図 ５ に 示 す 低 周 波 検 出 装 置 Ｂ の 収 納 袋 ３ ３ 内 に 収 納 さ れ 、 蓋 ３ ７ を

面 フ ァ ス ナ ー ４ ２ ， ４ ３ を 利 用 し て 閉 じ る こ と に よ り 、 収 納 袋 ３ ３ 内 に 収 納 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 図 ５ に 示 す 低 周 波 検 出 装 置 Ｂ を 動 物 （ 牛 ） １ の 肢 周 り に 取 り 付 け る 場 合 は 、 動 物 （ 牛 ）

１ の 管 部 （ 繋 ぎ の 上 部 に あ る 肢 の 最 も 細 い 部 位 ） に 低 周 波 検 出 装 置 Ｂ を 宛 が い 、 ベ ル ト ３

６ を 肢 首 周 り に 巻 き 付 け 、 ベ ル ト ３ ６ と 基 端 部 ３ ５ の 面 フ ァ ス ナ ー ４ ０ ， ４ １ を 利 用 し て

止 着 す る こ と に よ り 、 図 ７ に 示 す よ う に 動 物 （ 牛 ） １ の 肢 周 り に 固 定 す る 。 そ の 後 、 外 周

ベ ル ト ３ ９ を 動 物 （ 牛 ） １ の 肢 周 り に 巻 き 付 け 、 面 フ ァ ス ナ ー ４ ４ ， ４ ５ を 止 着 す る こ と

に よ り 、 収 納 袋 ３ ６ 内 の 本 体 部 ４ ６ を 動 物 （ 牛 ） １ の 肢 に 押 し 付 け る 。 な お 、 収 納 袋 ３ ３

は 破 損 防 止 が 可 能 な 耐 久 性 の あ る テ ン ト 地 等 を 採 用 す る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 そ し て 、 動 物 （ 牛 ） １ が 静 止 し た 状 態 で 心 拍 に よ る 振 動 が 肢 の 管 部 表 面 に 伝 達 さ れ る と

、 収 納 袋 ３ ３ の 裏 面 部 を 介 し て 、 低 周 波 検 出 装 置 Ｂ の 検 知 面 ５ ６ は そ の 振 動 を 検 知 し 、 図

６ （ ｃ ） に 示 す 空 気 室 ５ ５ 内 の 空 気 圧 を 変 化 さ せ る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 こ の 空 気 圧 変 化 は 、 空 気 室 ５ ５ と 接 続 ホ ー ス ６ １ で 連 通 さ れ た 高 感 度 セ ン サ ４ ８ に よ っ

て 検 出 さ れ 、 動 物 （ 牛 ） １ の 生 理 指 標 （ 心 拍 ） と し て 同 図 （ ｂ ） に 示 す 無 線 モ ジ ュ ー ル ４

９ に 送 信 さ れ る 。 無 線 モ ジ ュ ー ル ４ ９ は 外 部 の 受 信 装 置 （ 図 示 せ ず ） に 当 該 デ ー タ を 無 線

送 信 し 、 外 部 に 備 え た コ ン ピ ュ ー タ の パ タ ー ン 認 識 ソ フ ト を 利 用 し て 動 物 （ 牛 ） １ の 生 理

指 標 を 連 続 的 に モ ニ タ ー す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 な お 、 上 記 実 施 例 で は 、 動 物 （ 牛 ） １ の 前 肢 の 管 部 に 低 周 波 検 出 装 置 Ｂ を 取 り 付 け た 場

合 に つ い て 説 明 し た が 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 動 物 （ 牛 ） １ の 後 肢 の 管 部 に 取 り 付 け て も 良

い こ と は 当 然 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 低 周 波 検 出 装 置 Ａ に よ れ ば 、 低 周 波 域 の 振 動 を 低 周 波 圧

力 セ ン サ に よ っ て 検 出 し て 、 動 物 の 行 動 指 標 （ 採 食 、 反 芻 ） を 取 得 す る よ う に 構 成 し た の

で 、 従 来 の 加 速 度 セ ン サ や 温 度 セ ン サ を 利 用 し た 管 理 シ ス テ ム と 異 な り 、 飼 料 を 比 較 的 高

所 に 配 す る 飼 槽 や 草 架 を 備 え た 畜 舎 で 飼 育 さ れ る 動 物 に お い て も 、 そ の 採 食 状 態 と 反 芻 状

態 或 い は 休 息 状 態 を 確 実 に 識 別 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 ま た 、 低 周 波 検 出 装 置 Ａ ， Ｂ に よ れ ば 、 動 物 の 行 動 及 び 生 理 指 標 を 無 人 状 態 で 連 続 的 に

自 動 取 得 し て 動 物 を 管 理 す る こ と が 可 能 と な り 、 か つ 、 取 得 す る 情 報 は 採 食 や 反 芻 の み で

10

20

30

40

50



(9) JP  2013-22001  A   2013.2.4

な く 、 歩 行 や 心 拍 或 い は 呼 吸 に 関 す る 情 報 の 取 得 も 可 能 で あ る の で 、 種 々 の 行 動 指 標 お よ

び 生 理 指 標 を 組 み 合 わ せ て 、 総 合 的 な 健 康 管 理 ツ ー ル と し て 利 用 す る こ と が で き る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 動 物 の 行 動 及 び 生 理 指 標 の 自 動 取 得 、 特 に 家 畜 の 行 動 及 び 生 理 指 標 を 連 続 的 に 取 得 し て

総 合 的 な 健 康 管 理 ツ ー ル と し て 利 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ７ １ 】

　 １ 　 牛

　 ２ ， ３ ６ 　 ベ ル ト

　 ３ ， ３ ３ 　 収 納 袋

　 ３ ａ 　 フ ァ ス ナ ー

　 ４ 　 バ ッ ク ル

　 ５ 　 バ ラ ン ス ウ ェ イ ト

　 ６ 　 錘

　 ７ ， ４ ６ 　 本 体 部

　 ８ 　 セ ン サ 部

　 ９ 　 電 池 部

　 １ ０ ， １ ３ ， ４ ７ 　 ケ ー ス

　 １ １ ， ４ ８ 　 高 感 度 セ ン サ

　 １ ２ ， ４ ９ 　 無 線 モ ジ ュ ー ル

　 １ ４ ， ５ ２ 　 電 池 ボ ッ ク ス

　 １ ５ 　 接 続 板

　 １ ６ ， ５ ３ 　 電 力 線

　 １ ７ ， ５ ０ 　 接 続 基 板

　 １ ８ ， ２ ２ ， ５ ４ 　 仕 切 り

　 １ ９ ， ２ ３ ， ５ ５ 　 空 気 室

　 ２ ０ ， ２ ４ ， ５ ６ 　 検 知 面

　 ２ １ ， ２ ５ ， ５ ７ 　 突 起 部

　 ２ ６ ， ２ ７ ， ３ ０ ， ３ １ ， ５ ９ ， ６ ０ 　 接 続 口

　 ２ ８ ， ３ ２ ， ６ １ 　 接 続 ホ ー ス

　 ２ ９ ， ５ ８ 　 貫 通 孔

　 ３ ４ ， ３ ５ 　 基 端 部

　 ３ ６ 　 ベ ル ト

　 ３ ７ 　 蓋

　 ３ ８ 　 ベ ル ト 通 部

　 ３ ９ 　 外 周 ベ ル ト

　 ４ ０ ， ４ １ ， ４ ２ ， ４ ３ ， ４ ４ ， ４ ５ 　 面 フ ァ ス ナ ー

　 Ａ ， Ｂ 　 低 周 波 検 出 装 置
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